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音波を直接照射した。照射は、周波数 20kHz､振幅 15.3μm(振幅制御 25％)にて行い、温






































平成 28 年 11 月 16 日(水)に開催された博士論文事前審査委員会において、申請者は申請
資格に定める「申請者が第一著者である査読付学術論文 1 編（冊）以上の研究業績を有
する者」であると確認された。審査の結果、申請者は申請資格の条件に適合する者であ
ると判定された。平成 28 年 11 月 30 日に開催された博士課程後期通常委員会において、
主査予定者の末次 正から申請者の経歴、研究業績、論文題目、論文内容と副査予定者の
説明があった。審議の結果、申請論文の受理と審査委員が下記の提案の通り承認され
た。主査 末次 正 教授、副査 三島 健司 教授、松隈 洋介 教授、九州大学 岩井 芳
夫 准教授。 




























続いて公聴会は、平成 28 年 1 月 23 日 10：00～11：00、14 号館 4 階 1441 室において




・超音波の総照射時間を 125 秒として､抽出時間が 60 分の時に抽出収量が飽和している




・fNIRS の実験において安静とする時間が 20 秒~120 秒と実験により異なる。安静時間を
長くすれば脳がリラックスすると思うが､どのように安静時間を設定したのか？ 
 公聴会後、11:05〜11:35 に 6 号館会議室において主査と副査全員が審査員（4 名）と
なり申請者に対し口頭試験を実施した。回答はいずれも的確であり、口頭試験の結果も
合格と判定した。その後 11:35～11：55 に同会議室にて審査員 4 名にて最終審査会を開
催した。学位論文の内容、口頭試験の結果、審査会および公聴会での質疑応答の内容を
踏まえ、全会一致で当該学位論文を合格と判定した。 
審査委員の結論として、申請学位論文は工学研究科博士学位申請取扱細則第 7 条の審査
基準に照らして学位論文に値すると判定した。 
